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5　徳島の産業構造と特徴的な企業を知る

5　

徳
島
の
産
業
構
造
と
特
徴
的
な
企
業
を
知
る

◉
製
造
業
の
頑
張
り
が
目
立
つ

　

徳
島
の
産
業
構
造
を
そ
れ
ぞ
れ
の
産
業
で
働
く
人
（
就
業
者
）
の
数
や
付
加
価
値
額
の
割
合
で
見
て
み

ま
し
ょ
う
。

　

農
林
漁
業
と
い
っ
た
第
1
次
産
業
で
働
く
人
は
全
体
の
1
／
10
、
製
造
業
や
建
設
業
と
い
っ
た
第
2
次

産
業
は
1
／
4
、
卸
・
小
売
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
、
運
輸
・
通
信
業
、
金
融
・
保
険
業
、
不
動
産
業
な
ど
幅

広
い
業
種
を
含
む
第
3
次
産
業
は
2
／
3
で
す
（
2
0
1
0
年
国
勢
調
査
）
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
産
業
が
県
内
で
新
た
に
生
み
出
し
た
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
の
価
値
（
付
加
価
値
）
で
み
る
と
、

第
1
次
産
業
は
全
体
の
2
％
、
第
2
次
産
業
は
3
割
強
、
第
3
次
産
業
は
約
2
／
3
で
す
（
2
0
1
3

年
度
の
県
内
総
生
産
）
。

　

第
1
次
産
業
の
割
合
が
案
外
小
さ
い
と
思
わ
れ
る
で
し
ょ
う
が
、
そ
れ
で
も
全
国
に
比
べ
れ
ば
大
き
め

で
す
。
第
2
次
産
業
、
特
に
製
造
業
の
総
生
産
の
割
合
は
全
国
に
比
べ
か
な
り
大
き
く
、
そ
の
分
、
第
3

次
産
業
の
割
合
は
全
国
よ
り
も
小
さ
め
、
と
い
う
の
が
徳
島
県
の
産
業
構
造
の
特
徴
で
す
。



63

　

産
業
構
造
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
一
般
的
に
、
技

術
革
新
に
よ
っ
て
生
産
性
が
高
ま
る
と
、
産
業
間
に

所
得
格
差
が
生
ま
れ
、
よ
り
高
い
所
得
を
求
め
て
産

業
間
の
労
働
力
移
動
が
起
こ
り
、
第
1
次
産
業
か
ら

第
2
次
産
業
へ
の
シ
フ
ト
、
い
わ
ゆ
る
工
業
化
が
進

展
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
工
業
化
を
経
て
産
業
社
会
が
進
展
す
る

と
、
所
得
水
準
の
向
上
に
よ
り
一
通
り
の
モ
ノ
が
普

及
し
、
モ
ノ
よ
り
も
サ
ー
ビ
ス
へ
の
需
要
が
高
ま
っ

て
、
サ
ー
ビ
ス
産
業
が
発
展
、
第
2
次
産
業
か
ら
第

3
次
産
業
へ
の
シ
フ
ト
が
進
む
、
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

徳
島
も
産
業
構
造
の
変
化
と
し
て
は
全
国
同

様
、
こ
う
し
た
大
き
な
流
れ
に
沿
っ
て
、
第
3

次
産
業
、
特
に
サ
ー
ビ
ス
業
の
割
合
が
大
き
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。

2010年 就業者の割合

4% 24% 67%

9% 23% 64%

1% 24% 74%

2% 32% 65%

徳島

全国

■第1次産業　■第2次産業　                               　 ■第3次産業

■第1次産業　■第2次産業　                                　■第3次産業
2013年 国内総生産（GDP）の割合

徳島

全国

（＊）

（注）分類不能、控除等で合計は100％にならない。
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ひ
と
口
に
サ
ー
ビ
ス
業
と
い
っ
て
も
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
は
多
種
多
様
で
す
。
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
や
理

容
・
美
容
業
の
よ
う
な
生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
が
あ
れ
ば
、
映
画
館
、
遊
園
地
な
ど
の
娯
楽
業
や
旅
行
、
ホ

テ
ル
・
旅
館
と
い
っ
た
余
暇
関
連
サ
ー
ビ
ス
、
学
校
や
塾
な
ど
の
教
育
、
学
習
支
援
サ
ー
ビ
ス
、
ま
た
、

労
働
者
派
遣
業
や
警
備
業
、
情
報
サ
ー
ビ
ス
業
と
い
っ
た
事
業
所
向
け
の
サ
ー
ビ
ス
、
さ
ら
に
は
、
医
療

や
介
護
、
社
会
福
祉
と
い
っ
た
公
共
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
ま
す
。

　

新
し
く
参
入
す
る
の
が
比
較
的
容
易
な
反
面
、
流
行
の
変
化
も
激
し
い
産
業
で
す
。
徳
島
で
は
、
県
内

の
優
れ
た
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
環
境
を
最
大
限
に
活
か
し
、
I
T
関
連
や
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
な
ど
情
報
通

信
産
業
の
誘
致
を
積
極
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
有
望
な
サ
ー
ビ
ス
業
と
し
て
は
、
政
府
の
成
長
戦
略
に
盛
り
込
ま
れ
た
医
療
、
子
育
て
分
野
、
環

境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
健
康
関
連
、
観
光
関
連
産
業
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、
徳
島
の
経
済
を
け
ん
引
す
る
分
野

と
し
て
も
、
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
徳
島
で
は
こ
う
し
た
大
き
な
流
れ
の
中
で
、
全
国
の
動
き
と
は
異
な
り
製
造
業
の
割
合
が
増

え
て
い
る
の
が
特
徴
的
で
す
。
徳
島
の
製
造
業
と
い
え
ば
、
大
d
グ
ル
ー
プ
や
日
亜
化
学
工
業
を
思
い

浮
か
べ
る
方
も
多
い
で
し
ょ
う
。
た
し
か
に
、
両
グ
ル
ー
プ
で
県
内
製
造
品
出
荷
額
の
ほ
ぼ
半
分
、
県

内
製
造
業
就
業
者
の
4
分
の
1
以
上
を
占
め
て
お
り
、
圧
倒
的
な
存
在
感
を
示
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の

他
に
も
、
独
自
の
技
術
力
な
ど
を
活
か
し
、
特
定
の
市
場
に
お
い
て
高
い
世
界
シ
ェ
ア
や
国
内
シ
ェ
ア
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を
持
つ
企
業
（
ニ
ッ
チ
ト
ッ
プ
企
業
）
が
多
く
存
在
し
、
徳
島
の
経
済
の
け
ん
引
役
と
し
て
頑
張
っ
て

い
ま
す
。

◉
徳
島
の
特
徴
的
な
企
業
を
巡
っ
て
み
よ
う

　

大
d
グ
ル
ー
プ
、
日
亜
化
学
工
業（
株
）
は
別
の
章
で
取
り
上
げ
る
と
し
て
、
県
内
の
特
徴
的
な
企
業

を
巡
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
徳
島
市
か
ら
出
発
で
す
。

●
阿
波
製
紙（
株
）（
徳
島
市
）

　

我
々
が
日
常
使
う
紙
で
は
な
く
、
エ
ン
ジ
ン
用
フ
ィ
ル
タ
ー
な
ど
の
機
能
紙
・
不
織
布
な
ど
を
製
造
し

て
い
ま
す
。
機
能
紙
と
は
、
例
え
ば
電
気
を
通
す
紙
、
燃
え
な
い
紙
、
密
閉
性
の
あ
る
紙
、
防
水
・
透
湿

性
の
紙
な
ど
で
す
。
海
水
を
淡
水
化
し
た
り
不
純
物
を
完
全
に
取
り
除
い
た
純
水
を
作
っ
た
り
す
る
際
に

分
離
膜
を
使
い
ま
す
が
、
こ
の
分
離
膜
を
支
え
る
「
支
持
体
紙
」
で
、
世
界
で
圧
倒
的
な
シ
ェ
ア
を
持
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
製
紙
技
術
を
応
用
し
て
炭
素
繊
維
と
樹
脂
繊
維
を
抄
き
込
ん
だ
製
品
は
、
強
度
が
高

く
軽
い
こ
と
か
ら
、
自
動
車
業
界
な
ど
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
創
成
期
の
役
員
は
大
半
が
旧
藍
商
で
、
三
木
家
が
筆
頭
株
主
で
し
た
。

●（
株
）ジ
ャ
ス
ト
シ
ス
テ
ム（
徳
島
市
）

　

日
本
語
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
「
一
太
郎
」
で
一
世
を
風
靡
し
ま
し
た
。
日
本
語
入
力
シ
ス
テ
ム
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K

」
シ
リ
ー
ズ
は
、
各
種
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
加
え
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
携
帯
電
話
、
ゲ
ー
ム
機
、

カ
ー
ナ
ビ
な
ど
の
幅
広
い
製
品
で
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
学
習
支
援
ソ
フ
ト
な
ど
教
育
分
野
の
開
拓
に
も

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

●
西
精
工（
株
）（
徳
島
市
）

　

自
動
車
や
家
電
関
連
メ
ー
カ
ー
向
け
に
精
密
ネ
ジ
や
フ
ァ
ス
ナ
ー
、
小
物
部
品
を
製
造
す
る
ほ
か
、
ミ

ニ
チ
ュ
ア
ベ
ア
リ
ン
グ
の
旋
削
加
工
も
手
が
け
て
い
ま
す
。
ご
く
小
さ
な
部
品
の
開
発
が
得
意
分
野
で
、

フ
チ
な
し
メ
ガ
ネ
に
使
わ
れ
る
内
径
わ
ず
か
1
.
1
㎜
の
ナ
ッ
ト
を
作
る
技
術
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。

●
坂
東
機
工（
株
）（
徳
島
市
）

　

自
動
車
の
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
や
サ
イ
ド
ガ
ラ
ス
、
液
晶
パ
ネ
ル
ガ
ラ
ス
や
太
陽
光
パ
ネ
ル
ガ
ラ
ス
な
ど

の
加
工
装
置
を
製
造
・
販
売
し
て
い
ま
す
。
特
に
自
動
車
用
窓
ガ
ラ
ス
の
加
工
装
置
は
、
国
内
シ
ェ
ア

90
％
以
上
、
世
界
シ
ェ
ア
60
％
以
上
を
有
し
て
い
ま
す
。

●
東
光（
株
）（
徳
島
市
）

　

1
9
6
8
年
に
日
本
で
初
め
て
パ
ン
テ
ィ
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
を
製
造
し
た
、
女
性
靴
下
業
界
の
先
駆

け
的
企
業
で
す
。
最
近
の
主
力
製
品
は
リ
ン
パ
浮
腫
の
治
療
用
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
や
、
「
疲
れ
を
和
ら
げ

る
」
と
い
っ
た
機
能
性
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
な
ど
、
独
創
的
で
付
加
価
値
の
高
い
商
品
開
発
に
も
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。
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●
船
場
化
成（
株
）（
徳
島
市
）

　

包
装
資
材
の
総
合
メ
ー
カ
ー
で
、
主
に
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
フ
ィ
ル
ム
を
製
造
し
て
い
ま
す
。
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
で
買
い
物
を
す
る
と
、
極
薄
で
破
れ
な
い
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
フ
ィ
ル
ム
の
包
装
材
を
く
れ

る
で
し
ょ
う
。
買
い
物
袋
、
ゴ
ミ
袋
を
は
じ
め
工
業
用
フ
ィ
ル
ム
、
食
品
用
フ
ィ
ル
ム
な
ど
ポ
リ
エ
チ
レ

ン
フ
ィ
ル
ム
の
用
途
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
紙
の
よ
う
な
風
合
い
の
も
の
な
ど
、
他
社
に
は
な
い
商
品
を
製

造
し
て
い
ま
す
。

●
フ
ジ
ス
レ
ー
ト（
株
）（
徳
島
市
）

　

屋
根
の
プ
ロ
と
も
言
え
る
会
社
で
、
軽
く
て
強
い
セ
メ
ン
ト
瓦
の
製
造
・
販
売
・
施
工
を
行
っ
て
い
ま

す
。
最
近
は
、
屋
根
に
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
を
設
置
す
る
一
般
家
庭
が
増
え
て
い
ま
す
が
、
瓦
に
穴
を
開

け
な
く
て
も
済
む
よ
う
パ
ネ
ル
の
固
定
器
具
と
瓦
を
一
体
化
し
た
新
し
い
瓦
の
開
発
や
一
般
家
庭
用
ソ
ー

ラ
ー
シ
ス
テ
ム
の
設
置
工
事
で
は
、
四
国
屈
指
の
会
社
で
す
。

●（
株
）ク
オ
カ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ（
徳
島
市
）

　

一
般
の
消
費
者
に
と
っ
て
入
手
困
難
だ
っ
た
プ
ロ
向
け
の
食
材
や
道
具
の
、
ネ
ッ
ト
通
販
を
行
っ
て
い

ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
時
代
を
先
取
り
し
、
特
定
の
ニ
ー
ズ
に
的
を
し
ぼ
っ
た
差
別
化
戦
略
が
人
気
を

呼
ん
で
お
り
、
東
京
、
高
松
、
京
都
な
ど
に
小
売
店
も
開
設
し
て
い
ま
す
。
簡
単
で
お
い
し
い
お
菓
子
が

で
き
る
「
手
作
り
キ
ッ
ト
」
「
食
パ
ン
ミ
ッ
ク
ス
」
な
ど
の
卸
販
売
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
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●（
株
）和
合（
徳
島
市
）

　

従
来
の
卸
売
の
ス
タ
イ
ル
か
ら
脱
却
し
、
靴
下
、
イ
ン
ナ
ー
ウ
ェ
ア
の
企
画
・
製
造
・
販
売
を
行
う
総

合
商
社
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
チ
ェ
ー
ン
（
F
C
）
の
靴
下
専
門
店
「H

anako

」
を
全
国
展
開
し

て
い
ま
す
。
F
C
と
は
、
特
定
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
も
つ
本
部
が
加
盟
店
に
対
し
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
、
店
舗

設
計
な
ど
経
営
全
般
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
含
め
た
販
売
権
を
提
供
し
、
加
盟
店
が
手
数
料
を
支
払
う
シ
ス
テ
ム

の
こ
と
で
す
。

●
徳
島
カ
ム（
株
）（
徳
島
市
）

　

カ
ム
と
は
、
機
械
の
回
転
軸
に
取
り
付
け
ら
れ
る
部
品
の
一
つ
で
、
回
転
し
な
が
ら
別
の
部
品
に
一
定

の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
動
力
を
伝
え
る
働
き
を
持
ち
ま
す
。
カ
ム
専
門
メ
ー
カ
ー
と
し
て
、
特
に
注
文
を
受
け

て
か
ら
つ
く
る
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
カ
ム
の
売
上
げ
は
国
内
2
位
で
、
日
本
一
早
い
納
期
が
売
り
で
す
。

●（
株
）ア
イ
ピ
ー（
徳
島
市
）

　

鶏
の
卵
か
ら
雛
を
か
え
す
大
型
機
械
の
製
造
・
販
売
を
行
っ
て
い
る
会
社
で
、
国
内
で
は
オ
ン
リ
ー
ワ

ン
か
つ
世
界
有
数
の
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
で
す
。
こ
こ
で
培
っ
た
温
度
管
理
技
術
が
、
食
品
の
鮮
度
と
味
を

保
つ
冷
凍
冷
却
機
械
の
製
造
に
も
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

●（
株
）キ
ョ
ー
エ
イ（
徳
島
市
）

　

食
品
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
核
と
す
る
会
社
で
す
。
精
魂
込
め
て
作
っ
た
農
産
物
を
生
産
者
自
ら
が
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価
格
を
決
め
て
好
き
な
量
だ
け
出
荷
で
き
る
「
す
き
と
く
市
」
が
好
評
で
、
関
西
の
ス
ー
パ
ー
に
も
出
店

し
て
い
ま
す
。
第
2
章
に
出
た
「（
株
）
と
く
し
丸
」
と
提
携
し
、
移
動
ス
ー
パ
ー
事
業
に
商
品
を
供
給

し
て
い
ま
す
。

　

徳
島
市
周
辺
の
町
に
も
特
徴
的
な
企
業
が
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
ま
ず
板
野
郡
か
ら
。

●
赤
松
化
成
工
業（
株
）（
松
茂
町
）

　

食
品
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
製
造
し
て
い
る
会
社
で
、
カ
イ
ワ
レ
、
ト
マ
ト
、
豆
腐
、
と
こ
ろ
て
ん
、
味
噌
な

ど
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
食
品
容
器
や
、
お
菓
子
の
袋
な
ど
薄
い
シ
ー
ト
に
印
刷
を
し
た
食
品
フ
ィ
ル
ム

を
製
造
し
て
い
ま
す
。
「
フ
タ
を
し
た
ま
ま
、
も
れ
ず
に
飲
め
る
」
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
の
フ
タ
の
パ
イ
オ

ニ
ア
と
し
て
知
ら
れ
、
食
品
の
個
性
を
最
大
限
に
引
き
出
す
パ
ッ
ケ
ー
ジ
づ
く
り
に
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
。

●（
株
）マ
ル
ハ
物
産（
松
茂
町
）

　

徳
島
は
レ
ン
コ
ン
の
一
大
産
地
で
す
が
、
同
社
は
、
レ
ン
コ
ン
の
加
工
品
生
産
量
日
本
一
の
企
業
で
す
。

年
間
を
通
じ
た
商
品
供
給
を
可
能
に
す
る
た
め
、
中
国
に
も
協
力
工
場
を
拡
げ
て
い
ま
す
。
製
品
に
は
、

レ
ン
コ
ン
と
阿
波
和
三
盆
糖
を
使
っ
た
ス
イ
ー
ツ
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

●
四
国
化
工
機（
株
）（
北
島
町
）

　

紙
容
器
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
に
、
牛
乳
や
ヨ
ー
グ
ル
ト
な
ど
の
液
体
食
品
を
自
動
的
に
充

じ
ゅ
う

填て
ん

す
る
機
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械
の
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
で
す
。
上
海
に
も
生
産
拠
点
が
あ
り
、
世
界
に
事
業
展
開
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ

か
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
性
の
高
い
食
品
用
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
企
画
・
生
産
・
販
売
や
「
さ
と
の
雪
」
ブ
ラ
ン
ド
の

豆
腐
製
造
、
販
売
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

●（
有
）竹
内
園
芸（
板
野
町
）

　

若
い
ス
タ
ッ
フ
を
中
心
と
し
た
農
業
の
パ
イ
オ
ニ
ア
的
企
業
で
、
ト
マ
ト
、
ナ
ス
、
キ
ュ
ウ
リ
を
は
じ

め
2
0
0
0
品
種
以
上
の
野
菜
苗
や
花
苗
の
生
産
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。
特
に
野
菜
苗
の
年
間
生
産

本
数
は
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
、
全
国
の
農
家
、
農
協
、
種
苗
店
、
量
販
店
な
ど
に
供
給
し
て
お
り
、
群

馬
県
や
佐
賀
県
、
熊
本
県
に
も
農
場
を
持
っ
て
い
ま
す
。

●
日
新
酒
類（
株
）（
上
板
町
）

　

江
戸
時
代
末
期
か
ら
続
く
酒
造
蔵
の
技
を
受
け
継
ぎ
、
清
酒
、
焼
酎
を
は
じ
め
、
リ
キ
ュ
ー
ル
、
果
実

酒
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
製
品
を
届
け
る
、
四
国
唯
一
の
酒
類
総
合
メ
ー
カ
ー
で
す
。
清
酒
「
瓢

ひ
さ
ご

太た
い

閤こ
う

」
、

リ
キ
ュ
ー
ル
「
す
だ
ち
酎
」
、
焼
酎
「
鳴
門
金
時　

里
娘
」
な
ど
の
ブ
ラ
ン
ド
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

次
は
鳴
門
市
の
特
徴
的
な
企
業
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
塩
に
関
連
す
る
企
業
が
目
立
っ
て
い
る
こ
と
が

特
徴
で
す
。

●
富
田
製
薬（
株
）（
鳴
門
市
）
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製
塩
業
か
ら
発
展
し
、
1
8
7
7
年
に
国
内
で
初
め
て
苦
汁
（
に
が
り
、
海
水
成
分
）
か
ら
、
胃
腸

薬
の
原
料
と
な
る
塩
基
性
炭
酸
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
の
合
成
に
成
功
し
た
無
機
化
学
工
業
薬
品
メ
ー
カ
ー
の
パ

イ
オ
ニ
ア
で
す
。
現
在
は
、
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
シ
ェ
ア
を
持
つ
人
工
腎
臓
用
粉
末
透
析
剤
の
メ
ー

カ
ー
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
鳴
門
塩
業（
株
）（
鳴
門
市
）

　

小
鳴
門
海
峡
の
き
れ
い
な
海
の
水
を
原
料
に
、
最
も
自
然
に
近
い
方
法
で
美
し
い
塩
を
つ
く
り
続
け

て
い
ま
す
。
塩
は
人
間
の
体
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
成
分
で
あ
り
、
点
滴
や
人
工
透
析
に
も
使
わ
れ
、

2
0
0
2
年
に
は
国
内
の
製
塩
メ
ー
カ
ー
で
初
め
て
医
薬
品
製
造
許
可
を
取
得
し
ま
し
た
。

●
馬
居
化
成
工
業（
株
）（
鳴
門
市
）

　

4
0
0
年
以
上
前
の
1
5
9
9
（
慶
長
4
）
年
に
製
塩
業
と
し
て
創
業
し
ま
し
た
が
、
現
在
は
合
成

樹
脂
、
肥
料
、
飼
料
・
食
品
添
加
物
な
ど
に
使
用
さ
れ
る
硫
酸
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
の
生
産
で
、
国
内
6
割
強

の
シ
ェ
ア
を
誇
る
業
界
最
大
手
企
業
で
す
。

●（
株
）ナ
ン
カ
イ
テ
ク
ナ
ー
ト（
鳴
門
市
）

　

パ
ン
プ
ス
や
バ
ッ
ク
な
ど
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
性
の
高
い
レ
ザ
ー
製
品
や
、
生
活
空
間
を
彩
る
壁
紙
な
ど
を

製
造
す
る
素
材
メ
ー
カ
ー
で
す
。
社
名
の
基
に
な
っ
た
高
い
機
能
性
（
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
）
と
デ
ザ
イ
ン

性
（
ア
ー
ト
）
を
追
求
し
て
い
ま
す
。
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●（
株
）宮
崎
椅
子
製
作
所（
鳴
門
市
）

　

デ
ザ
イ
ン
と
品
質
を
重
視
し
た
付
加
価
値
の
高
い
自
社
オ
リ
ジ
ナ
ル
椅
子
の
製
作
・
販
売
を
行
っ
て
い

ま
す
。
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
を
連
続
受
賞
す
る
な
ど
国
内
で
高
い
評
価
を
得
る
だ
け
で
な
く
、
海
外
の
家

具
愛
好
家
か
ら
も
注
目
さ
れ
、
製
作
依
頼
が
増
え
て
い
ま
す
。

●
丸
久（
株
）（
鳴
門
市
）

　

子
供
服
や
婦
人
服
を
企
画
・
生
産
し
て
い
る
ア
パ
レ
ル
メ
ー
カ
ー
で
す
。
タ
イ
や
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に

生
産
拠
点
を
作
り
、
特
に
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
は
生
産
能
力
を
大
幅
に
強
化
、
約
2
5
0
0
人
が
働
い

て
お
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
販
路
拡
大
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

西
へ
行
っ
て
、
吉
野
川
市
や
美
馬
市
に
は
こ
ん
な
企
業
が
あ
り
ま
す
。

●
日
本
フ
ネ
ン（
株
）（
吉
野
川
市
）

　

防
火
、
防
犯
、
防
音
、
耐
震
性
に
優
れ
た
マ
ン
シ
ョ
ン
の
軽
量
鋼
板
玄
関
ド
ア
な
ど
を
製
造
・
販
売
す

る
会
社
で
、
新
築
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
ス
チ
ー
ル
ド
ア
市
場
で
は
、
シ
ェ
ア
日
本
一
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
こ
れ
ま
で
の
信
号
機
の
電
球
と
も
簡
単
に
取
り
換
え
ら
れ
る
、
歩
行
者
信
号
機
用
L
E
D

電
球
の
開
発
・
普
及
な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

●（
株
）ヨ
コ
タ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン（
吉
野
川
市
）
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ベ
ア
リ
ン
グ
（
軸
受
）
旋
削
や
各
種
自
動
車
部
品
の
加
工
を
手
掛
け
る
ほ
か
、
自
動
車
部
品
の
組
立
機

や
検
査
機
を
製
造
し
て
い
ま
す
が
、
主
力
の
シ
ン
グ
ル
ボ
ー
ル
ベ
ア
リ
ン
グ
は
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
生

産
量
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
家
電
や
衣
料
品
な
ど
を
再
利
用
す
る
リ
ユ
ー
ス
や
、
日
用
雑
貨
や
工
具
な
ど
を

販
売
す
る
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
事
業
に
も
進
出
し
て
い
ま
す
。

●
阿
波
ス
ピ
ン
ド
ル（
株
）（
吉
野
川
市
）

　

繊
維
か
ら
糸
を
作
る
工
程
を
紡
績
と
い
い
ま
す
が
、
紡
績
の
糸
を
巻
き
取
る
機
械
の
軸
（
ス
ピ
ン
ド

ル
）
の
生
産
量
日
本
一
の
会
社
で
す
。
1
分
間
に
1
0
0
万
回
転
す
る
超
高
速
ス
ピ
ン
ド
ル
の
生
産
も

可
能
で
、
A
W
A
ブ
ラ
ン
ド
の
繊
維
機
械
部
品
は
、
国
内
外
の
繊
維
機
械
メ
ー
カ
ー
に
広
く
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

●（
株
）河
野
メ
リ
ク
ロ
ン（
美
馬
市
）

　

シ
ン
ビ
ジ
ウ
ム
（
洋
ラ
ン
の
一
種
）
の
育
種
と
種
苗
生
産
で
世
界
一
の
シ
ェ
ア
を
誇
る
会
社
で
す
。
園

芸
王
国
オ
ラ
ン
ダ
で
10
年
に
1
度
開
催
さ
れ
る
世
界
最
大
級
の
園
芸
博
覧
会
に
お
い
て
、
2
0
1
2
年

に
最
高
賞
を
獲
得
し
、
世
界
一
の
花
と
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
シ
ン
ビ
ジ
ウ
ム
の
成
分
を

活
用
し
た
お
茶
や
ワ
イ
ン
、
育
毛
剤
の
生
産
な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
小
松
島
市
や
阿
南
市
、
海
陽
町
な
ど
南
部
の
企
業
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
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●
ニ
ホ
ン
フ
ラ
ッ
シ
ュ（
株
）（
小
松
島
市
）

　

住
宅
用
室
内
ド
ア
や
収
納
ユ
ニ
ッ
ト
な
ど
の
内
装
シ
ス
テ
ム
部
材
の
製
造
・
販
売
を
行
っ
て
お
り
、
新

規
着
工
マ
ン
シ
ョ
ン
向
け
内
装
ド
ア
の
シ
ェ
ア
は
、
国
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
す
。
完
全
受
注
生
産
が
特
徴

で
、
中
国
に
も
3
か
所
に
工
場
を
持
ち
、
中
国
で
利
益
の
過
半
を
稼
い
で
い
ま
す
。

●（
株
）山
本
鉄
工
所（
小
松
島
市
）

　

ベ
ニ
ヤ
合
板
用
プ
レ
ス
機
械
の
製
造
販
売
で
は
国
内
生
産
シ
ェ
ア
約
50
％
の
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
で
、
世

界
各
国
に
輸
出
さ
れ
高
い
支
持
を
得
て
い
ま
す
。
最
近
は
粗
大
ゴ
ミ
切
断
機
、
破
砕
機
、
圧
縮
機
な
ど
環

境
リ
サ
イ
ク
ル
の
た
め
の
機
械
設
備
の
製
造
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

●
市
岡
製
菓（
株
）（
小
松
島
市
）

　

｢な
る
と
金
時
」
や
「
阿
波
や
ま
も
も
」
、
「
木
頭
ゆ
ず
」
な
ど
徳
島
産
の
素
材
に
こ
だ
わ
っ
た
菓
子

メ
ー
カ
ー
で
す
。
徳
島
で
作
ら
れ
た
農
林
水
産
物
（
1
次
産
業
）
を
ベ
ー
ス
に
し
て
、
徳
島
の
企
業
が
食

品
加
工
（
2
次
産
業
）
し
、
さ
ら
に
流
通
・
販
売
や
サ
ー
ビ
ス
産
業
（
3
次
産
業
）
へ
と
つ
な
げ
て
い
く

6
次
産
業
化
の
事
業
展
開
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

●
藤
崎
電
機（
株
）（
阿
南
市
）

　

電
気
設
備
工
事
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
会
社
で
す
が
、
液
滴
か
ら
数
ミ
ク
ロ
ン
の
微
粉
体
を
大
量
に
生
産

で
き
る
噴
霧
乾
燥
機
の
生
産
や
、
風
力
・
太
陽
光
発
電
設
置
工
事
、
竹
を
燃
料
と
す
る
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
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所
の
建
設
な
ど
幅
広
い
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

●
丸
井
産
業（
株
）（
阿
南
市
）

　

電
池
製
造
設
備
の
製
作
で
国
内
外
か
ら
高
い
評
価
を
得
て
い
る
会
社
で
す
。
特
に
電
気
自
動
車
や
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
自
動
車
、
蓄
電
シ
ス
テ
ム
に
使
わ
れ
る
大
型
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
製
造
設
備
で
は
、
国
内

で
高
い
シ
ェ
ア
を
持
っ
て
い
ま
す
。

●（
株
）丸
本（
海
陽
町
）

　

清
流
海
部
川
の
流
れ
る
海
陽
町
に
あ
り
、
全
国
的
に
有
名
な
徳
島
の
地
鶏
「
阿あ

波わ

尾お

鶏ど
り

」
を
は
じ
め
と

す
る
鶏
の
肥
育
管
理
か
ら
処
理
加
工
・
加
熱
に
至
る
一
貫
シ
ス
テ
ム
に
加
え
、
牛
肉
・
豚
肉
を
含
め
た
加

工
食
品
や
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
な
ど
の
製
造
・
卸
売
・
小
売
の
事
業
展
開
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

徳
島
の
特
徴
的
な
企
業
を
紹
介
し
ま
し
た
。
産
業
用
の
部
品
や
機
械
、
設
備
な
ど
を
製
造
し
て
い
る
と

こ
ろ
も
多
く
、
あ
ま
り
な
じ
み
の
な
い
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
高
い
技
術
力
を
持
ち
頑
張
っ

て
い
る
企
業
が
徳
島
に
は
数
多
く
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

◉
企
業
の
新
陳
代
謝
は
少
な
い

　

企
業
が
発
展
し
生
き
残
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
社
会
の
ニ
ー
ズ
や
技
術
の
変
化
な
ど
に
対
応
し
、
時
代
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と
と
も
に
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
を
変
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
企
業
内
部
の
変
革
だ
け
で
な
く
、
新
し
い
技
術
や
豊
か
な
創
造
力
を
も
つ
新
規
開
業
企
業
の

登
場
は
、
新
た
な
産
業
や
事
業
を
生
み
出
す
と
同
時
に
、
既
存
の
企
業
と
の
競
争
を
促
し
、
経
済
社
会
全

体
の
新
陳
代
謝
を
進
め
る
効
果
が
あ
り
、
産
業
構
造
の
変
化
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
。

　

一
方
、
廃
業
な
ど
、
寿
命
を
終
え
た
企
業
の
市
場
か
ら
の
退
出
は
、
産
業
の
再
活
性
化
に
つ
な
が
る
た

め
必
ず
し
も
悪
い
こ
と
で
は
な
く
、
む
し
ろ
廃
業
に
伴
う
経
済
的
損
失
を
上
回
る
効
果
が
、
新
し
く
開
業

す
る
企
業
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
か
ど
う
か
が
重
要
で
す
。

　

徳
島
の
事
業
所
の
開
業
・
廃
業
を
み
る
と
（
2
0
1
2
〜
14
年
）
、
こ
の
期
間
に
約
5
3
0
0
の
新

設
が
あ
っ
た
の
に
対
し
、
約
6
1
0
0
が
廃
止
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
新
た
に
つ
く
っ
た
事
業
所
よ

り
廃
止
し
た
事
業
所
の
方
が
多
い
状
況
で
す
。
開
廃
業
率
は
業
種
に
よ
っ
て
ば
ら
つ
き
が
あ
り
ま
す
が
、

開
業
率
・
廃
業
率
と
も
全
国
平
均
を
下
回
っ
て
お
り
、
新
陳
代
謝
の
少
な
い
経
済
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

次
に
紹
介
す
る
大
d
製
薬（
株
）
や
日
亜
化
学
工
業
（
株
）
も
、
1
人
の
経
営
者
が
事
業
を
興
し
た
こ

と
か
ら
出
発
し
ま
し
た
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
に
富
ん
だ
企
業
が
今
後
も
続
々
と
現
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。




